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〔準学士課程(本科 1-5 年) 

学習教育目標〕 

 

〔システム創成工学教育プログラ

ム学習・教育目標〕 

D－1（80％）, B-2（20％） 

〔JABEE 基準〕 

 

(d -2a) ,  (c) 

〔講義の目的〕 
様々なシステムの設計・解析には，制御理論の習得は必要不可欠である。最近のマクロプ

ロセッサの進歩にともない，ディジタル制御装置が広く用いられるようになっている。本講

義では，連続時間制御系とディジタル制御系の比較を行い，制御系の違いを理解する。 

また，数学に関する知識をディジタル制御系に応用し，ディジタル制御系のＺ変換を用い

た設計解析法を理解する。 

〔講義の概要〕 
本講義は，連続時間制御系の設計解析法を理解した学生を対象に，マイクロプロセッサを

用いたディジタル制御装置をコントローラとするディジタル時間制御系の設計解析法を教授

する。さらに，連続時間制御系とディジタル制御系の比較を行い，制御系の違いを教授する。 

〔履修上の留意点〕 
本講義の教科書以外に本科で使用した教科書を利用することがあるので，講義には持参す

ること。 
定期的にレポートを課すので，提出期限に遅れないように提出すること。 

〔到達目標〕 
連続時間制御系とディジタル制御系の違いが理解できる。 

数学の基礎知識を応用して，ディジタル制御系の設計解析法が理解できる。 

〔評価方法〕 
成績評価は，レポート評価（80％）および講義への取組み状況(20％)の総合評価にて行う。

レポート遅れは減点の対象とする。 

〔教 科 書〕 
なし 

 

〔補助教材・参考書〕 
グラフィック制御工学 栗本 尚著 コロナ社 

本科での制御工学関連の教科書 

 〔関連科目〕 

 
制御理論，制御工学 
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講義項目・内容 

週数 講義項目 講義内容 自己 
評価＊

第１週 ガイダンス 本講義の概要，目的および成績評価方法  

第 2 週 制御工学の進歩 制御工学の歴史的流れと最近の制御手法について理解する。  

第 3 週 ディジタル制御系の特

長と基本要素特性 ディジタル制御系の特徴と基礎要素特性を理解する。  

第 4 週 サンプリング ディジタル制御系とサンプリングの関係を理解する。  

第 5 週 Ｚ変換 Z 変換のラプラス変換との違いおよび数学的手法を理解する。  

第 6 週 ホールド回路 ０次，１次ホールド回路について理解する。  

第 7 週 パルス伝達関数とパル

ス周波数伝達関数 パルス伝達関数とパルス周波数伝達関数を理解する。  

第 8 週 一次遅れ要素 G(s)と

Gh(z) 
一次遅れ要素に対する連続時間系とディジタル制御系の伝達

関数の違いをボード線図やベクトル軌跡から理解する。  

第 9 週 安定判別 ディジタル制御系における安定判別法を理解する。  

第１0 週 ディジタルＰＩＤ制御

系 
連続時間系とディジタル制御系の 

PID コントローラの違いを理解する。  

第１1 週 ディジタルＰＩＤコン

トローラの特性 ディジタル制御系の PID コントローラの特性を理解する。  

第１2 週 逆Ｚ変換 逆 Z 変換の数学的手法を理解する。  

第１3 週 拡張Ｚ変換 拡張 Z 変換の数学的手法を理解する。  

第１4 週 ディジタル制御系とし

ての設計と解析 ディジタル制御系システムの設計と解析手法を理解する。  

第１5 週 まとめ ディジタル制御系のまとめ  

 

＊４：完全に理解した, ３：ほぼ理解した, ２：やや理解できた, １：ほとんど理解できなかった, ０：まったく理解できなかった． 

 （達成） (達成) (達成) (達成) (達成) 


